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どなたかあなたの愛しておられた方で

死の眠りに就いた方がおられますか。

そのことを今も悲しく感じておられますか。

悲しみをいやす何かの助けが必要ですか。

死んだ人たちのために希望がありますか。

もしあるなら，それはどんな希望ですか。

どうしたらそれを確信できるでしょうか。

この冊子の中には，これらの問いに対する，聖書

からの慰めとなる答えが与えられています。これを

注意深くお読みになることをお勧めいたします。
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「そんなはずはない ！」
ニューヨーク（米国）に住むある人はこう話します。

「息子のジョナタンは， 数マイル離れた友人たちのと

ころへ行っていました。 妻のバレンティーナは息子

がそこへ出かけるのをあまり好みませんでした。妻はいつも，交通のことを

心配していました。でも，息子はエレクトロニクスのことが大好きでした。友

人たちが仕事場を持っていて，息子はそこで実地

の経験を積めたのです。 私はニューヨーク，ウエ

スト・マンハッタンの自宅にいました。妻はプエ

ルトリコの親族を訪ねていて留守でした。 『そろ

そろジョナタンは帰るころだ』 と私は思いまし

た。折しも，ドアのベルが鳴りました。 『きっとジョ

ナタンだ』。 ところが，そうではありませんでした。

それは，警察，そして，救急隊員でした。 『この運

転免許証，どなたのかお分かりでしょうか』 と警察官が言いました。 『はい，

これは，私の息子の，ジョナタンのです』。 『悪いお知らせをしなければなり

ません。事故がありました。そして……ご子息……ご子息が亡くなられまし

た』。 『そんなはずはない！』，それが私の最初の反応でした。その，突然の衝

撃が私たちの心に開けた傷あなは，幾年もたった今なお癒
い
えていません」。



バルセロナ（スペイン）に住む別の父親はこう書い

ています。 「１９６０年代当時のスペインで，私たちは幸

せな家族でした。 妻のマリーア，それに３人の子供た

ち，男の子のダビードとパキートウ，そして女の子の

イーサベル，それぞれ， １３歳， １１歳， ９歳でした。

「１９６３年３月のある日，パキートウは激しい頭痛を

訴えて学校から帰って来ました。私たちは，何が原因

なのかと途方に暮れました—でも，長い時間ではあ

りません。 それから３時間後，パキートウは死にまし

た。脳内出血がパキートウの命を突如奪ったのです。

「パキートウの死は，今から３０年も前になります。そ

れでも，パキートウを失ったうずくような痛みは，今日

まで私たちの中に残っています。 親が自分の子供を

失って，自らの一部を失ったように感じないでいるこ

とはできません。 どれだけの時間が過ぎようと，ほか

にどれだけ子供たちがいようとも，これは変わらない

はずです」。

自分の子供を亡くしたこれら二つの経験は，子供の

死に伴う傷が親にとっていかに深く，いかにいやし難

いものかを物語っています。次のように書いた一心理

『悪いお知らせをしなければなりません。 事故がありました。

そして……ご子息……ご子息が亡くなられました』。
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学者の言葉はいかにも真実ではないでしょうか。 「子

供の死は普通，年配者の死に比べてずっと悲しく，ずっ

と大きな痛手となる。子供は家族の中で死の予測か

らは最も遠いはずだからである。 ……どんな場合で

も，子供の死は，将来の夢の喪失，きずな［息子，嫁，孫

との］の喪失， ……経験するはずであった楽しみの喪

失となる」。そして，この深い喪失感は，流産によって幼

子を亡くしたどんな女性についても言えます。

夫に先立たれたひとりの女性はこう語ります。 「私

の夫ラッセルは，第二次世界大戦中，太平洋戦域で医

療補助員として従軍した経験がありました。 幾つか

の恐ろしい戦闘を見，それをくぐり抜けた人でした。

米国に帰還してからは，もっと平穏な日々を送り，後

に神の言葉の奉仕者として仕えるようになりました。

６０代の初めに，夫は心臓障害の兆候を示すようにな

りました。 それでも，努めて活動的な生活を送ってい

ました。 しかし， １９８８年７月のある日，ひどい心臓発

作に襲われて，そのまま死にました。 ラッセルを亡く

したことは，私にとってあまりに強い打撃でした。 別

れのことばを述べることさえできなかったのです。彼

は私にとって単に夫であっただけではありません。私

の最良の友でもありました。 ４０年のあいだ生活を共

にしてきたのです。 言い知れない寂しさを忍ばねば

ならないと感じました」。

これらは，日ごとに世界中の家族を襲っている幾万

もの悲痛な別れのわずかな例にすぎません。悲嘆を

経験しているたいていの人が語るはずですが，死が

あなたの子供を，夫を，妻を，親を，あるいは友を奪うと

き，それはまさしく，クリスチャンの筆記者パウロが述

べたとおりのもの，まさに 「最後の敵」です。その恐ろ

しい知らせに接するとき，最初の自然な反応は，多く

の場合， 「そんなはずはない！ そんなことは信じられ

ない」 という否定の念でしょう。 これから先に見ると

おり，その後に他のさまざまな反応の続くのが普通で

す。 —コリント第一 １５：２５， ２６。

しかし，このような悲嘆の気持ちについて考える前

に，幾つかの大切な質問にまず答えましょう。死は人

にとっていっさいの終わりなのでしょうか。わたした

ちの愛する人々に再会できるという希望がどこかに

あるでしょうか。

真の希望がある

聖書の筆記者パウロは，その 「最後の敵」である死

から解き放たれる希望について述べています。パウ

ロは， 『死は無に帰せしめられる』 と書いています。

「除き去られるべき最後の敵は死である」。 （コリント

第一 １５：２６，新英訳聖書）なぜパウロはこのことをそ

れほど確信できたのでしょうか。死からよみがえらさ

れたイエス・キリストご自身から教えを受けていたか

らです。 （使徒 ９：３‐１９）だからこそパウロは，次のよ

うにも書くことができました。 「死がひとりの人［アダ

ム］を通して来たので，死人の復活もまたひとりの人

［イエス・キリスト］を通して来るのです。アダムにあっ

てすべての人が死んでゆくのと同じように，キリスト

にあってすべての人が生かされるのです」 —コリント

第一 １５：２１， ２２。

イエスは，ナインのあるやもめに出会って，そのやも

めの死んだ息子を目にした時，ひどく悲しまれまし

た。 聖書の記述はこう伝えています。 「［イエス］がそ

の［ナインの］都市の門に近づくと，何と，見よ，死人が

運び出されて来るところであった。それは，その母の

独り息子であった。 そのうえ，彼女はやもめだったの

である。 その都市のかなり多くの人々も彼女と一緒

にいた。 そして，彼女をご覧になると，主は哀れに思

い， 『泣かないでもよい』 と言われた。そうして，近づ

いて棺台にお触りになった。それで，担いでいた者た

ちは立ち止まった。それからイエスは言われた， 『若

者よ，あなたに言います，起き上がりなさい！』 すると，

死人は起き直り，ものを言い始めたのである。次いで

イエスは彼をその母にお渡しになった。 ここにおい

て，すべての者は恐れに打たれ，神の栄光をたたえつ

つ， 『偉大な預言者がわたしたちの間に起こされた』，

『神はご自分の民に注意を向けてくださったのだ』 と
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言いだした」。 イエスがいかに哀れみの気持ちに動

かされてそのやもめの息子を復活させたか，という点

に注意してください。 そして，そのことが将来に何を

予示するのかについても想像してください。 —ルカ

７：１２‐１６。

幾人もの目撃者がいるその場で，イエスは，見た者

にとって忘れることのできない復活を行なわれたの

です。それは，この出来事より少し前にイエスがすで

に予告していた復活，すなわち， 「新しい天」のもと

でなされる地上の命への回復を保証するしるしとな

りました。 それよりも前に，イ

エスはこう言っておられたの

です。 「このことを驚き怪しん

ではなりません。 記念の墓の

中にいる者がみな，彼の声を

聞いて出て来る時が来ようと

しているのです」。 —啓示 ２１：

１， ３， ４。ヨハネ ５：２８， ２９。ペ

テロ第二 ３：１３。

復活を目撃した他の人々の

中に，ペテロ，およびイエスの

旅行に同行した１２人のうち

の他の幾人かが含まれていま

す。それらの人たちは，復活し

たイエスがガリラヤの海のほ

とりで話をするのを現実に聞いたのです。 その時の

模様はこのように伝えられています。 「イエスは彼ら

に， 『さあ，朝食を取りなさい』 と言われた。弟子たち

のうち， 『あなたはどなたですか』 とあえて尋ねる者は

一人もいなかった。それが主であることを知っていた

からである。 イエスは来て，パンを取って彼らに与え，

魚も同じようにされた。 イエスが，死人の中からよみ

がえらされたのち弟子たちに現われたのは，これで

三度目であった」 —ヨハネ ２１：１２‐１４。

このため，ペテロは全くの確信を込めてこのように

書くことができました。 「わたしたちの主イエス・キリ

ストの神また父がたたえられますように。神はその大

いなる憐
あわ
れみにより，イエス・キリストの死人の中から

の復活を通して，生ける希望への新たな誕生をわたし

たちに与えてくださったのです」 —ペテロ第一 １：３。

使徒パウロも次のように述べて，自分の確信となっ

ている希望を言い表わしています。 『わたしは律法の

中で述べられていること，預言者たちの中に書かれ

ていることをすべて信じています。 そしてわたしは神

に対して希望を持っておりますが，その希望はこれら

の人たち自身もやはり抱いているものであり，義者と

不義者との復活があるということです』 —使徒 ２４：

１４， １５。

ですから，多くの人には，自

分の愛する人たちが，この地

上で，しかも今とは非常に異

なった状況のもとで生き返る

のを見るという確実な希望が

あるのです。 それはどのよう

な状況でしょうか。故人となっ

たわたしたちの愛する人々の

ために聖書が差し伸べるこの

希望のさらに細かな点につい

ては， 「死んだ人たちのための

確かな希望」 という，この冊

子の最後の部分で論じられて

います。

しかし，愛する人との死別のために悲嘆しておられ

る方たちのため，その方たちが抱いておられるかもし

れない疑問に答えることからまず始めましょう。 この

ような悲しみを感じるのは異常なことですか。 自分

の悲しみにどうしたら耐えてゆけるでしょうか。他の

人たちはどのように助けになれますか。わたしたちと

しては，悲嘆に暮れている人たちをどのように助ける

ことができますか。そして，大切な点として，聖書は死

んだ人たちのための確かな希望としてどんなことを

述べていますか。 自分の愛する人にもう一度会える

でしょうか。そして，それはどこで？

考 察すべき点

愛する人の死に対する自然な反応とし

てどのようなものがありますか

イエスはナインのあるやもめのために

どんな事を行なわれましたか

イエスは死んだ人々について

どんな約束をされましたか

復活があることをペテロとパウロが

確信できたのはなぜでしたか

どんな疑問に答えが必要ですか
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を覚えています。私は，母親が私たち子供たちのだれ

か（４人いた）に口づけしたり抱擁したりしたことがあ

るかどうかを思い出せません。自分が父親の死に接

したのは５６歳の時でした。言いようのない喪失感を

覚えました。それでも，初めのうち，私は泣くことがで

きませんでした」。

文化の違いによりますが，人々が自分の感情をあ

らわに表現する土地もあります。喜んでいようと悲し

んでいようと，他の人たちは，その人がどのような気

持ちでいるのかすぐに分かります。他方，世界のある

地域，ことに北ヨーロッパや英国の人々，とりわけその

男性は，自分の感情を秘め，情感を抑え，苦境にあっ

ても弱みを見せず，心の内を外に表わさないように

しつけられています。 しかし，大切なだれかと死別し

たとき，自分の悲しみの気持ちを表わすのは何か間

違っているでしょうか。聖書は何と述べていますか。

聖書の中の泣いた人々

聖書は東地中海地域のヘブライ人によって書き記

されましたが，ヘブライ人は感情をよく表現する民族

でした。 聖書は，自分の悲嘆の気持ちを率直に表わ

した人たちの例を多く載せています。 ダビデ王は殺

害された息子アムノンの死を嘆き悲しみました。事実

ダビデは， 「非常に激しく泣いた」のです。 （サムエル

第二 １３：２８‐３９）ダビデは，王位を奪おうとした背信

の息子アブサロムの死をさえ嘆きました。聖書はこう

記述しています。 「すると，王［ダビデ］は動揺して，門
もん
口
ぐち

の上の屋上の間
ま
に上って行って泣きだした。彼は歩

きながら，このように言った。 『我が子アブサロム，我

が子，我が子アブサロムよ！ ああ，わたしが，このわた

しが，お前の代わりに死ねばよかったのに。アブサロ

ム，我が子よ，我が子よ！』」 （サムエル第二 １８：３３）ダ

ビデは普通の父親ならだれもがするように悲しみま

した。そして，どれほど多くの親たちが，子供の代わり

にむしろ自分が死ねばよかった，と感じてきたことで

しょう。子供が親より先に死ぬというのはあまりに不

自然なことに感じられるのです。

イエスは友人ラザロの死に対してどのように反応

されたでしょうか。その墓に近づいて，涙を流された

のです。 （ヨハネ １１：３０‐３８）後に，マリア・マグダレネ

も，イエスの墳墓に近づきつつ泣きました。 （ヨハネ

２０：１１‐１６）確かに，聖書の述べる復活の希望を理解

しているクリスチャンは，死者の状態に関して聖書に

はっきり根ざした信条を持たないある人々のように，

悲しみに打ちひしがれてしまうことはありません。 と

このように感じるのは

普通のことですか

身
近な親族を亡くしたある男性はこう書いています。 「英国に育った子供として， 私は

自分の感情を人前で表わしてはいけないと教えられていました。 私が何かで痛

がっていたとき， 元軍人の父親が， きっとした口調で， 『泣いてはいけない！』 と言ったの
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はいえ，普通の感情を持つ人間として，真のクリスチャ

ンも，復活の希望を抱いてはいても，だれにせよ愛す

る者の死を悼み，嘆き悲しむのです。 —テサロニケ第

一 ４：１３， １４。

泣くべきか， 泣くべきでないか

今日のわたしたちの反応はどうでしょうか。感情を

はっきり示すのは難しい，あるいは，きまりが悪い

でしょうか。 カウンセラーたちは何を勧めています

か。それらの人々の現代の見解は，多くの場合，霊感

による聖書の古代の知恵を繰り返しているにすぎ

ません。 自分の悲嘆を抑えるのではなく，それを表

現すべきである，とそれらの人々は述べています。 こ

れは， ヨブ， ダビデ， エレミヤなど， 古代の信仰の

人々を思い出させます。 それらの人々の表わした悲

嘆の情は聖書の中に残されています。彼らは自分の

感情を封じ込めたりはしませんでした。ですから，自

分を孤立させてしまうのは賢明ではありません。

（箴言 １８：１） もちろん， 哀悼の気持ちの表わし方

は文化によって異なりますし， それぞれの土地で

愛する者を亡くしたとき， 悲しんだり泣いたりするのは正常なこと
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「過
程」 といっても，悲しみに決まった日程やプロ

グラムがあるわけではありません。悲しみの

さまざまな反応はときに重なり合い，その長さにも個人

差があります。 ここに書き出したのはそのすべての例

ではありません。 これ以外の反応もあることでしょう。

以下は，人がよく経験する悲嘆の症状の幾つかです。

初期の反応：当初の精神的衝撃。信じられない気持ち

になって，それを否定する。感情的に無感覚になる。 と

がめの気持ち。怒り。

強度の悲嘆は下記の症状を伴うことがある：記憶の喪失

と不眠。極度の疲労。気分の急な変化。判断や思考の

誤り。泣き叫びたくなる気持ち。食欲の変化と，それに

よる体重の増減。体調異常の種々の兆候。無気力感。

作業能力の低下。種々の幻覚—死んだ人が触れたり，

その声を聞いたり，姿を見たりしたという感覚。子供を

亡くした場合，配偶者に対する不条理な憤まん。

安定期：懐かしさの交じる悲しさ。故人についての楽

しい思い出が多くなり，明るい冗談の伴うことさえある。

悲 嘆の過 程

行き渡っている宗教信条によっても違ってきます。

泣きたい気持ちになったらどうしたらよいでしょう

か。 泣くことは人間の性質の一部です。 ラザロが死

んだ時のことをもう一度思い起こしてください。 そ

の時イエスは 「霊においてうめき……涙を流された」

のです。 （ヨハネ １１：３３， ３５） こうしてイエスは，悲し

み悼むことが，愛する人の死に際して決して異常な反

応ではないことを示されました。

この点は，小さな娘レイチェルをSIDS（乳児突然死

症候群）で失った母親アンの場合によく示されていま

す。 アンの夫はこのように述べています。 「不思議な

ことに，アンも私も，葬式では泣きませんでした。ほか

のみんなが泣いていました」。 しかし，これにこたえ

てアンはさらにこう述べました。 「そうです，でも私は，

わたしたちふたりのためにたっぷり泣きました。その

悲しい出来事の数週間後，ようやく自分独りになっ

て家にいたある日，私はこみ上げてくるものを抑えら

れませんでした。私は一日じゅう声を上げて泣きまし

た。でも，それが助けになったと思います。 それで気

持ちが楽になりました。 自分の子供の死を悲しまな

いではいられなかったのです。 悲しんでいる人たち

には泣かせてあげるべきだと本当に思います。 『泣か

ないで』 と声をかけるのがある意味で自然な反応の

ようですが，それは実際には助けになりません」。

ある人たちはどんな反応をするか

自分の愛する者の死のゆえに悲痛な心情になった

とき，ある人はどんな反応をしたでしょうか。一例とし

て，ファニータの場合を取り上げましょう。 ファニータ

は赤子を亡くすことがどのような気持ちにならせるか

例えば，ナイジェリアのヨルバ族の人々は，伝統的に魂の輪廻

を信じています。そのため，母親が子供を亡くした場合，強い悲嘆

が示されますが，それはほんのしばらくの間だけです。ヨルバ語の

言い回しにあるとおり， 「こぼれ出たのは水，ひょうたんが割れた

わけではない」からです。ヨルバの人々によると，これは，水を運ぶ

ひょうたんとも言うべき母親は，恐らく死んだ子供の輪廻として，別

の子供を産むことができる，という意味です。エホバの証人は，聖

書に全く裏づけのない誤りの教えである不滅の魂や輪廻の思想

に基づく迷信的な伝統にはいっさい従いません。 —伝道の書 ９：

５， １０。エゼキエル １８：４， ２０。

を知っています。すでに５回も流産の経験があったか

らです。彼女はもう一度妊娠しました。そのため，車の

事故で入院を余儀なくされた時，当然のことながら心

配しました。 ２週間後に，時ならぬ陣痛が始まりまし

た。 しばらくして，小さな女の子バネサが産まれまし

た。 ９００㌘を少し超えるだけでした。 「私はとても興

奮しました。 自分もついに母親になったのです！」 と

ファニータは思い返しています。

しかし，彼女のこの幸福感は長く続きませんでし

た。その４日後，バネサは死にました。ファニータはこ

う回想しています。 「私は非常にうつろなものを感じ

愛する家族を亡くしたとき 9



モ
ナにはすでにほかの子供たちがいましたが，今度の

子供の誕生も心待ちにしていました。産まれ出る前

でさえ彼女が 「一緒に遊び，話しかけ，夢にまで見た」子供

だったのです。

母親と，まだ産まれ出ていない子供とのきずなの形成には

強力なものがありました。 彼女はこう続けます。 「レイチェ

ル・アンは，私のおなかの上の本を蹴
け
り落とし，夜には私を

寝かせてくれない子供でした。初めて小さく蹴ったころの

ことを今でも覚えています。そっと優しく小突くような感じで

した。この娘が身を動かすたびに，私は深い愛情でいっぱ

いになりました。私はあの子のことをよく知り，痛がってい

るときも病気のときも分かるようになりました」。

モナはさらにこう語ります。 「医師は私の言うことを信じよう

とせず，分かってくれた時には遅すぎました。医師は，心配し

ないでよいと言っていました。私は，娘が死んでしまうよう

な気がしたのだと思います。娘は突然激しく向きを変え，翌

日には死んでいました」。

モナの経験は決して類例のないものではありません。

「胎児の死に耐えて」の著者フリートマンとグラッド

スタインによると，米国だけでも毎年およそ１００

万人の女性が流産や死産を経験しています。言

うまでもなく，世界的な規模で見ると，この数字

はずっと大きくなります。

人は往々にして気づかないのですが，

流産や死産は女性にとって悲劇であ

り，いつまでも，場合によっては生

涯忘れられない思い出となりま

す。例えば，ベロニカは現在５０

歳を過ぎた女性ですが，何度か

の流産を覚えており，とりわけ

９か月目まで生存し，体重６㌔

にもなって死産した赤ちゃん

のことを思い出します。 彼

女はその子が死んだまま

２週間も胎内に宿していました。 「死んだ赤子を産むという

のは，母親にとって辛
つら
いことなのです」と彼女は語ります。

これら失意した母親の心理的反応は，同じ女性からさえ必

ずしも理解されません。流産で自らの子供を失ったある女

性はこう書いています。 「非常に苦しい方法で私が学んだ

のは，この事が自分の身に起きるまで，友人たちが耐えて

いた事柄について自分が全く知らなかった，という点です。

人々は今の私に対して冷淡で無知だと感じるのですが，私

自身がかつてはそのような立場の人たちに関してそうだっ

たのです」。

悲嘆する母親にとってもう一つの問題は，その子を失ったこ

とに対して，夫が自分と同じように感じてくれないように思え

ることです。ひとりの妻はその点をこう言い表わしています。

「私はそのとき自分の夫にたいへん失望しました。夫には，そ

もそも妊娠などなかったのです。私の味わっていた悲しみを

夫は経験できなかったのです。私の不安にはとても同情して

くれましたが，私の悲しみは分かってもらえませんでした」。

このような反応は，夫としてはむしろ自然かもしれませ

ん。夫は，妻が妊娠を通して身体的また感情的に築

き上げる胎児とのきずなを持たないのです。 とは

いえ，夫も喪失を忍ぶのです。ですから，夫と妻

の双方が，たとえ感じ方に違いがあるとし

ても，やはり苦しみを共にしているの

だ，という点を認めることが大切で

す。二人はそれぞれの悲しみを分

かち合うべきです。夫の側がそれ

を表に現わさないでいると，妻の

ほうでは，自分の夫は無神経だと

考えるかもしれません。ですから，

涙を共にし，気持ちを分かち，抱

擁をもって互いを包んでください。

かつてなく互いを必要としている，

ということを示してください。 そう

です，夫である人たち，感情移入を

してください。

流産と死産 — 母親の悲しみ
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ました。母親としての誉れは取り去られたのです。全

く満たされない気持ちでした。 家に戻ってバネサの

ために私たちが用意していた部屋に入り，その子のた

めに自分が買っておいた小さな肌着を見るのは心の

痛むものでした。その後の二，三か月のあいだ，私は

娘の誕生の日のことを思い返していました。だれとも

何のかかわりも持ちたくありませんでした」。

極端な反応でしょうか。他の人たちには理解しにく

いかもしれません。しかし，ファニータのようにそれを

実際に経験した人たちは，このような赤ちゃんの場合

であっても，しばらく生活した人との死別の場合と同

じ悲しみを味わったと語ります。生まれるずっと前か

ら，その子は親たちから愛されていた，とその人々は

話すことでしょう。母親とは特別のきずなができてい

ます。 その赤子が死ぬとき，まぎれもなくひとりの人

が失われたことを母親は感じるのです。そして，これ

こそ他の人々が理解すべき点です。

怒りやとがめの気持ちがどのように影響するか

別の母親は，自分の６歳の息子が先天的心臓疾患

のために急死したことを伝えられたとき自分がどの

ように感じたかを話しています。 「私は，感覚のまひ，

信じられないという思い，とがめの気持ち，そして，あ

の子の病気の重さを悟らなかった夫と医師に対する

怒りなど，一連の反応を経験しました」。

怒りの気持ちも悲嘆のひとつの兆候です。 それが

医師や看護婦たちへの怒りとなることもあります。死

んでしまう前にもっと手をつくしてくれるべきだった

と感じるのです。あるいは，間違ったことを言ったりし

たりしているように思える友人や親族に対する怒りと

なることもあります。どうして自分の健康をもっと大切

にしなかったのかと，故人となった人に対し憤りを持

つ人たちもいます。ステラはこのように回想していま

す。 「私は，自分の夫に対して憤りを感じたのを覚えて

います。 このようにならなくてもよかったのを知って

いたからです。主人はかなりの病気だったのに，医者

の警告を無視したのです」。 そして，今は亡き人への

憤りの気持ちは，あとに残された人にその死がもたら

した重荷のためである場合もあります。

そうした怒りのために罪の意識を持ってしまう人も

います。つまり，怒りを抱いたということで自らをとが

めることがあるのです。 愛する者の死について自分

を責める人たちもいます。 「もっと早く医者に行かせ

ていたなら」， 「別の医者にみせていたなら」，あるい

は 「もっと健康に注意させていたなら，死ななかった

だろうに」 と考えるのです。

この罪の意識がさらに進むこともあります。 特に，

愛する者を突然に，全く予期しない状況で亡くした場

子供の死は耐えがたい心の衝撃

— 純粋な同情と感情移入が

その親たちの助けとなる

愛する家族を亡くしたとき 11



合です。今は亡き人に対してかつて怒ったり言い合っ

たりした時のことを思い出しはじめるのです。あるい

は，その死んだ人のために自分のすべき事を全部し

てあげられなかったと悔やむこともあります。

多くの母親のこうして長く続く悲嘆の過程は，多く

の専門家が述べている事柄の裏づけとなります。つ

まり，子供の死は親，とりわけ母親の生活に，いつまで

も残るすきまを生じさせます。

配偶者を亡くしたとき

夫もしくは妻との死別もいやしがたい衝撃となりま

す。 とりわけ，二人が連れ添って活動的な人生を送っ

てきた場合にはそうです。それは，旅行，仕事，種々の

楽しみ，相互の依存など，二人が共にしてきた生活ス

タイル全体の終わりを意味します。

ユニスは夫が心臓発作で急死した時のことをこう

説明しています。 「初めの１週間，私は感情的に無感

覚になっていました。 まるで自分の機能が停止して

しまったかのようでした。 物を味わうことも，におい

をかぐこともできませんでした。 とはいえ，私の論理

的感覚だけは別個に働いていました。 CPRと投薬に
よって主人の病状を安定させる努力がなされていた

間ずっとそのそばにいましたから，私はよくある拒否

症状は経験しませんでした。それでも，強いざせつ感

乳
児の突然の死は言いようのない悲劇です。何の異常

もなく健康そうに見えた赤ちゃんが，ある日，全く目

を覚まさないのです。ほんとうに思いもよらないことです。

乳児が，あるいは子供が，親より先に死ぬことをだれが予期

するでしょうか。母親の限りない愛の中心となっていた赤

ちゃんが，突如，果てしない悲しみの源となってしまうのです。

罪の意識がわき起こってきます。 何かの怠慢が原因で

あったかのように，親たちはその死に責任を感じてしまうの

です。 『どうすればこのようなことを避けられたのか』 と自問

します。 夫の側が，何ら根拠があるわけではないのに，無

意識にせよ，妻を責める場合もあります。自分が仕事に出た

とき，子供はちゃんと生きており，元気だった。家に帰ってみ

たら，その子がもうベッドの上で死んでいた。妻は何をして

いたのか。その時どこにいたのか。夫婦の生活に緊張のも

とを作らないためにも，これらの煩もんをきちんとさせてお

かなければなりません。

 乳児突然死症候群（SIDS）は，通常，生後１か月から６か月の赤
ちゃんに生じるもので，健康な赤ちゃんが何ら説明のつかない原
因で突然死亡した場合に用いられる語です。赤ちゃんをあお向け
または横向きに寝かせ，うつ伏せにならせないようにすれば，避け
られる場合もあるとされていますが，寝かせる姿勢だけですべての
SIDSが防げるわけではありません。

予見しなかった，いえ，予見しえなかった状況がその悲劇

をもたらしたのです。聖書はこう述べています。 「わたしは日

の下で引き返して見たのであるが，速い者が競走を，あるい

は力のある者が戦いを自分のものにするわけではない。 ま

た賢い者が食物を得るのでも，理解のある者が富を得るの

でもなく，知識のある者たちが恵みを得るのでもない。なぜ

なら， 時と予見しえない出来事とは彼らすべてに臨むからであ

る」 —伝道の書 ９：１１。

赤ちゃんを亡くした家族がいる場合，他の人たちはどの

ように助けになれるでしょうか。 子供を亡くしたことのあ

るひとりの母親はこう答えています。 「ある友人は，私が何

も言わなかったのに，訪ねて来て，家の掃除をしてくれまし

た。別の人たちは私たちのために食事を作ってくれました。

ある方はただ抱擁して支えてくださいました—何も言わず

に，ただ抱擁だけです。私はその事について話したくありま

せんでした。起きた事について何度も繰り返し説明する気

にならなかったのです。私が何かを怠っていたかのように

問いただす質問は要りませんでした。私はその子の母親で

す。私の子供を助けるために，自分はどんなことでもしたの

です」。

乳児の突然死 —その悲しみと闘う
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がありました。 車が断がいから落ちて行くのを見て

いながら，自分では何もできないでいるような気持ち

でした」。

彼女は泣きましたか。 「もちろん泣きました。特に，

送られてきた何百通もの慰めのカードを読んでいた

時です。 一枚ごとに声を上げ

て泣きました。それは，その日

の残りのひと時に立ち向かう

助けになりました。でも，自分

がどのような気持ちかと幾度

尋ねられても，それは何の助

けにもなりませんでした。どう

見ても，私は惨めな気持ちで

した」。

ユニスにとって，悲しみをこ

らえて生きる助けとなったも

のは何でしたか。 彼女はこう

語っています。 「それと気づか

ず，無意識のうちに，自分のこ

れまでの生活を続けてゆこう

と思い定めていました。 それ

にしても，今なお辛
つら
く感じられ

るのは，日々の生活をあれほ

ど愛した主人が，いま共にい

てそれを楽しめないことを思

うときです」。

『他の人の言うままに

なってはならない』

「告別—さようならをいつ，

どのように」の著者たちはこう忠告しています。 「他の

人の言うままに行動したり感じたりしてはいけない。

悲しみがどのような過程をたどるかは人それぞれに

違う。あなたは悲しみすぎている，あるいはもっと悲

しんでもよいと他の人たちは考え，その考えをあなた

に知らせようとするだろう。 そうした人たちを許して

あげると共に，それを忘れてしまいなさい。他の人た

ちが，あるいは社会全体が作り上げた型に無理に自

分を合わせようとすることによって，感情面での健康

の回復のための自分の成長を妨げることになる」。

言うまでもなく，悲しみに対処する方法は人によっ

て異なります。どんな人にとっ

てもある一つの方法が他の方

法より必ず優れている，と言お

うとしているのではありませ

ん。 しかし，沈滞した状態に

なり，悲嘆に暮れた人が現実

の状況に自分を合わせること

ができなくなってしまうなら，

そこには危険があります。 そ

の時には，同情心のある友人

からの助けが必要でしょう。

聖書は， 「真の友はどんな時

にも愛しつづけるものであり，

苦難のときのために生まれた

兄弟である」 と述べています。

ですから，助けを求めること，

話すこと，そして，泣くこともた

めらわないでください。 —箴

言 １７：１７。

悲しみは死別に対する自然

な反応であり，悲嘆しているこ

とが人の前であらわに示され

るとしても悪いことではあり

ません。しかし，答えの必要な

質問がほかにもあります。 『自

分の悲しみにどうしたら耐えてゆけるでしょうか。 と

がめや怒りの気持ちを感じるのは普通のことです

か。 そのような反応にどう対処したらよいでしょう

か。死別の悲しみを忍ぶのに何が役に立ちますか』。

次の部分はこれらの問いに，また他の多くの問いに

答えることでしょう。

考 察すべき点

悲しみの表わし方は背景となる

文化によってどのように異なる

場合がありますか

悲しみを率直に表わした人として

聖書の中にどんな例がありますか

愛する人との死別に対してある人たちは

どのように反応しましたか。

同じ経験をお持ちなら，あなたは

どのように対応されましたか

配偶者の死はどのような意味で

特別の経験となりますか

悲しみはどのような過程をたどりますか。

悲しむのは悪いことですか

悲嘆の過程にはどんな面がありますか

（９ページの囲み記事）

乳児の突然死の場合，どんな特殊の

状況が親たちに影響しますか

（１２ページの囲み記事）

多くの母親は流産や死産から

どんな影響を受けますか

（１０ページの囲み記事）
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気づきました。それで，マイクの友人が祖父を亡くした

時には，自分がどのようにしたらよいかが分かってい

ました。こう語っています。 「何年か前だったなら，肩を

たたいて， 『めそめそするなよ』 と言っていたことでしょ

う。 しかし今は，彼の腕を取ってこう言いました。 『ど

のようにでも君の感じるままでいいんだよ。それが君

の助けになるんだから。独りでいたいのなら，僕はど

こかへ行くし，一緒にいて欲しいなら，僕はここにい

る。感じるままでいることを恐れなくてもいいんだよ」。

マリーアンも，夫を亡くしたとき，自分の感情をこら

えることに難しさを覚えました。このように回想してい

ます。 「私は，他の人たちの良い手本にならなければ

いけないと考えて，自分の普通の感情を表わしません

でした。でも，他の人のために強い支えになろうとし

てみても，自分の助けにはならないことをやがて知り

ました。私は自分の状況を分析してみて， 『どうしても

泣きたければ泣いたほうがよい。強がってはいけな

い。それを自分の体から出してしまいなさい』 と言え

るようになりました」。

こうして，マイクもマリーアンも共に， 悲しみがあるな

らそれを表わしなさい， と勧めています。 これは間違い

ではありません。なぜ？なぜなら，悲しみを感じて表

わすことは，感情を解きほぐすのに必要なことだから

です。感情を解放することによって，重圧となっている

ものを除くことができます。感じていることをそのとお

り自然に表現することは，それに正確で思いやりのあ

る情報が伴っているなら，あなたの感情を正しい視点

に置くのに役立つのです。

もちろん，すべての人が自分の悲しみを同じ方法で

示すわけではありません。そして，愛する人を急に亡

くしたのか，あるいは長い闘病の後であったのかとい

う点も，残された人の感情面の反応に関係することで

しょう。 とはいえ，一つのことは確かなようです。つま

り，自分の感情を抑圧することは，体の面でも情緒の面

でも有害です。自分の抱く悲しみの気持ちを解放する

ほうが，ずっと健康的なのです。どのように？聖書はこ

の点で実際的な助言を差し伸べています。

悲しみの気持ちを解放する—どのように？

話すことは感情の解放に役立ちます。古代の族長ヨ

ブは，自分の１０人の子供すべてに先立たれ，加えて他

の幾つもの悲劇に遭遇したとき，このように言いまし

た。 「わたしの魂は自分の命に対して確かに嫌悪を感

ずる。わたしは自分についての気遣いを漏らそう［ヘ

ブライ語， 「解き放とう」］。わたしは自分の魂の苦しみ

のうちにあって語ろう！」 （ヨブ １：２， １８， １９； １０：１）ヨ

この悲しみにどうしたら

耐えてゆけるでしょうか

「私
は自分の感情をこらえるのにかなりの重圧を感じました」。 マイクは， 父親が死

んだ時のことを思い出してこのように語ります。 マイクにとって， 自分の悲しみ

を抑えるのは男らしいことでした。 しかし後に， 自分のこの考え方が正しくないことに
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ブとしては，自分の気にかかっている事柄をもはや抑

えておくことができませんでした。それを解き放つこ

とが必要であり， 『語らないでは』 いられませんでし

た。同じように，英国の劇作家シェークスピアも 「マク

ベス」の中にこう書いています。 「悲しみには言葉を

与えよ。黙
もだ
せし悲嘆は，ふくらみすぎし心にささやき

て，その破裂を命ぜん」。

ですから，自分の感じている事柄を，辛抱づよく同

情心をもって聴いてくれる 「真の友」に話すのは，あ

る程度の安らぎとなります。 （箴言 １７：１７） 自分の経

験や感情を言葉で言い表わしてみると，それを理解

し，それと取り組むことが大抵の場合やさしくなりま

す。そして，聴いてくれる人が，同

じように肉親を亡くしたことが

あり，死別の経験を乗り越えた人

であれば，問題にどのように対

処したらよいかについて何かの

実際的な提案をくみ出すことが

できるでしょう。 ひとりの母親

は，自分の子供を亡くしたとき，

同じように死別の悲しみを知る

別の母親と話すことがどうして

支えとなったかを，このように述

べています。 「ほかにも同じ経験

をして，それから立ち直っている

人がおり，その人がしっかり生き

て，生活にそれなりの秩序を取

り戻していることを知るのは，私

にとってとても力になりました」。

自分の感じていることを他の人に話したい気持ち

にならないならどうでしょうか。サウルとヨナタンが

死んだとき，ダビデは情感あふれる哀歌を詠んで，自

分の悲しみの気持ちをそこに注ぎ出しました。その哀

悼の詩はやがて聖書のサムエル記第二の書の一部と

して記録されました。 （サムエル第二 １：１７‐２７。歴代

第二 ３５：２５）これと同じように，自分の気持ちは文章

のほうが表現しやすいと感じる人もいます。夫を亡く

したある人は，感じたことを書きしたため，自分の記し

たことを幾日ものちに読み返した，と話しています。こ

れは，この人にとって気持ちを解きほぐす助けになり

ました。

話すにせよ書くにせよ，自分の感情を何かの形で伝

えることは，悲しみを解きほぐす助けになります。それ

はまた，何か誤解している点を整理するのにも役立ち

ます。 子供を亡くしたある母親はこのように話してい

ます。 「夫と私は，子供を亡くしたあとに離婚してしまっ

た人たちのいることを聞き，そのような事が自分たち

に起きないようにと願いました。 それで，何かの怒り

を感じて相手を責めたい気持ち

になった時にはいつも，二人で

その点をよく話し合いました。そ

のようにすることによって，私た

ちはむしろ互いに引き寄せられ

たと思います」。 こうして，自分の

感情を伝えることによって，たと

え同じ死を悼んでいる場合でも，

人によって悲しみ方が違い，そ

れぞれのペースと方法があるの

だ，という点を理解できるように

なるでしょう。

もう一つ，悲しみを解きほぐす

のに役立つのは， 声を出して泣く

ことです。 『泣き叫ぶのに時があ

る』 と聖書は述べています。 （伝

道の書 ３：１， ４）自分の愛する人

の死はまさにそのような時です。悲しみの涙を流すこ

とは，それから癒
い
えるための過程として必要なことの

ようです。

ひとりの若い女性は，母親を亡くしたときに親しい

友の一人がどのようにそれを乗り越える支えとなっ

てくれたかを思い出してこう述べています。 「友人は

いつでも私の求めにこたえてそこにいてくれました。

いっしょに泣き，話の相手となってくれました。私は自

聖書の中の例は， 自分の気持ちを

書きとめてみることが悲しみの

気持ちを表現する助けになる

場合のあることを示している
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分の感情をありのままに表わすことができ，それが私

にとって重要でした。きまりの悪い思いをせずに声を

上げて泣くことができたのです」。 （ローマ １２：１５をご

覧ください。）涙を見せることについて恥じらう必要も

ありません。すでに見たとおり，聖書の中には，イエス・

キリストをはじめ，明らかに何らためらうことなく悲嘆

の涙を人の前で流した信仰の男女の例がたくさんあ

ります。 —創世記 ５０：３。サムエル第二 １：１１， １２。 ヨ

ハネ １１：３３， ３５。

しばらくは，自分の感情がどのようになるか予測も

つかないようなことさえあるかもしれません。それほ

どの予告もなく涙があふれ出て来ることもあるでしょ

う。夫を亡くしたひとりの女性は，スーパーマーケット

での買い物（夫の生前によくいっしょに行なったこと）

が自分に涙をもよおさせることがあるのを知りまし

た。 とりわけ，夫の好物であった食品につい手を伸ば

してしまったりしたときです。自分に寛容であってくだ

さい。涙をこらえなければならないと感じなくてもよ

いのです。忘れないでください，それは悲しみの，自然

で，必要な過程なのです。

とがめの気持ちと取り組む

さきにも述べたとおり，自分の愛する者との死別の

のちに，罪の意識を感じる人がいます。この点は，忠信

の人ヤコブが，自分の息子ヨセフは 「たちの悪い野獣」

に殺されたのだと信じ込まされた時に示した，激しい

悲嘆の情を説明するものとなるかもしれません。息子

たちの安否を確かめさせようとしてヨセフを遣わした

のはヤコブ自身でした。ですからヤコブとしては， 『な

ぜ自分はヨセフを独りで出してしまったのか。なぜあ

の子を，野獣の群がる所に送ってしまったのか』 と，自

らを罪の意識で責めさいなんでいたことが考えられ

ます。 —創世記 ３７：３３‐３５。

あなたも，自分の側の何かの手落ちが，愛する人の

死の一因となったと感じるようなことがあるかもしれ

ません。実際であれ，想像上のことであれ，その種の

とがめを意識するのも，こうした悲しみに対するごく普

通の反応の一つであることを理解しておくのは役立

ちます。ここでも，そのような感情を自分だけのものに

しておくべき理由はありません。自分がどのようにと

がめを感じているかを話すことが，大いに必要な安ど

の気持ちをもたらすことでしょう。

しかしながら，どれほど人を愛しているとしても，わ

たしたち自身はその人の命を制御することはできず，

「時と予見しえない出来事」がわたしたちの愛する人

どんな文化においても， 悲しむ人にとって慰めは貴重なもの
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に臨むのを防ぐことはできません。 （伝道の書 ９：１１）

さらに，あなたの動機は悪いものではなかったはずで

す。例えば，医師にみせるのをもっと早くできなかった

からといって，あなたとしては，自分の愛する人が病気

になって死ぬことを意図したのでしょうか。もとよりそ

うではありません！では，その人の死を来たらせた責

任が本当にあなたにあるのでしょうか。決してそうで

はありません。

ひとりの母親は，娘を車の事故で亡くしましたが，そ

の後，とがめの気持ちに対処することを学びました。

こう説明しています。 「自分が娘を行かせたことで責

められるものを感じました。でも，そのような感じ方は

賢くないと思うようになりました。娘を父親といっしょ

に使いに行かせたことそのものに間違ったことはあり

ません。それはただ，一つのひどい事故だったのです」。

『それでも，ああ言えば良かった，こうすれば良かっ

たと思うことがあまりに多い』 と言われるかもしれま

せん。きっとそうでしょう。しかし，自分は完全な父親，

母親，子供であった，と言える人がわたしたちの中にだ

れかいるのでしょうか。聖書は， 「わたしたちはみな何

度もつまずくのです。言葉の点でつまずかない人がい

れば，それは完全な人で（す）」 と述べて，大切な点を

銘記させています。 （ヤコブ ３：２。 ローマ ５：１２）です

から，自分が完全ではないという事実を受けとめてく

ださい。 『もしああしていれば』 とあれこれ考えてみて

も，状況は少しも変わらず，むしろ立ち直りを遅らせて

しまうだけでしょう。

自分の落ち度は想像ではなく実際のものだった，と

信じるそれなりの理由があるとしましょう。その場合

でも，罪の意識を和らげる点で最も重要な要素は何か

を考えてください。それは，神からの許しです。聖書は

このような保証の言葉を与えています。 「ヤハよ，あな

たの見つめるものがとがであるなら，エホバよ，いった

いだれが立ち得るでしょうか。あなたのもとには真の

許しがあるからです」。 （詩編 １３０：３， ４）過去に戻って

事態を変えるということはできません。しかし，過去の

誤りについて神の許しを請うことはできます。その後

はどうすればよいのでしょうか。神が，以前の過ちを

ぬぐい去ることを約束しておられるのであれば，あな

たも自分を許すべきではないでしょうか。 —箴言 ２８：

１３。ヨハネ第一 １：９。

怒りの気持ちに対処する

もしかしたら，医師や看護婦たち，友人たち，さらに

は今は亡き人に対してさえ，ある種の怒りのようなも

のも感じておられるでしょうか。これも，死別に対する

ごく普通の反応の一つであることを認めてください。

あなたのその怒りの気持ちは，自分が受けた打撃の

自然な反映なのかもしれません。 ある著述家はこう

書いています。 「その怒りの気持ちに気づくこと，しか

しそれにしたがって行動せず，ただ自分がそれを感じ

ていることを知っているだけで，それが持つ破壊的な

影響から逃れることができる」。

自分のその怒りの気持ちを言い表わす，もしくは分

かち合うことも助けになるかもしれません。 どのよう

に？もちろん，無制御に爆発させることによってでは

ありません。聖書は，怒りの気持ちを長く宿しているの

は危険であると警告しています。 （箴言 １４：２９， ３０）し

かし，思いやりのある友とそれについて語り合うこと

が慰めとなることでしょう。また，怒りの気持ちが生じ

るとき，精力的に体を動かすことが，感情を解きほぐす

のに役だったと感じている人たちもいます。 —エフェ

ソス ４：２５， ２６もご覧ください。

自分の感じている事柄について正直で包み隠しの

ないのは大切なことですが，ここで少し注意しておく

べき点もあります。自分の感情を表現することと，それ

を他の人にぶつけることには大きな違いがあります。

自分の感じた怒りや失意について他の人を責める必

要はありません。ですから，自分の感情について思い

のままに語りつつも，人に敵対したりすることのない

よう気をつけてください。 （箴言 １８：２１）悲しみに対

応してゆく点では，一つの非常に優れた助けがほか

にあります。それについて次に取り上げましょう。
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友
人に頼りなさい： 他の人が何か助けになろうとしてい

て，自分が少しでもその援助を生かせるようなら，そ

れを受け入れることをためらわないでください。それが，そ

の人の気持ちの表わし方でもあることを察してください。

ちょうど良い言葉が見つけられないでいるのかもしれませ

ん。 —箴言 １８：２４。

健康に気をつけなさい：悲しみは，特にその初めのうちは，人

を疲れさせます。あなたの体は，これまで以上に十分な休養

と健康的な運動と適切な栄養を必要としています。定期的に

家庭医の診断を受けるのもよいかもしれません。

大きな決定は先に延ばしなさい： 家を売るか，仕事を変える

かなどの決定は，できるなら，しばらく時間を置いて，はっき

り判断できるようになるまで待つことです。 （箴言 ２１：５）夫

に先立たれたひとりの婦人は，その死後幾日もしない時に

主人の遺品の多くを人に分けてしまいましたが，後になって，

自分にとって大事な思い出の品々も配ってしまったことに気

づきました。

自分に対して寛容でありなさい： 悲しみの気持ちは，人が普

通に思うよりずっと長く続く場合があります。毎年その時期

になると，今は亡き愛する人の思い出がよみがえって心がう

ずくこともあります。特別の写真，歌，ときには香りさえもが，

涙をさそうこともあります。 家族との死別に関するある科学

的な研究は，悲嘆の過程を次のように説明しています。 「遺

族はひとつの感情から別の感情へと非常に速く劇的に揺れ

動く。しばらくは，故人を思い出させる事物を避けようとする

気持ちと，故人を意識的にしのぶ気持ちとが交錯することも

ある」。エホバの貴重な約束をいつも銘記しているようにし

てください。 —フィリピ ４：８， ９。

人の気持ちをくみ取りなさい：他の人たちに対しても辛抱づ

よくありなさい。 その人たちとしても，どことなく戸惑ってい

るのです。どのように言ったらよいのか分からなくて，ぎこち

なく場違いなことを言ってしまうこともあるのです。 —コロサ

イ ３：１２， １３。

悲しみを紛らそうとして薬やアルコールに頼ることには用心しな

さい：薬や酒類によって何らかの安らぎが得られたとしても，

それはせいぜい一時的なものでしかありません。薬剤の服

用は医師の監督のもとで行なうべきです。その場合でも，注

意してください。中毒性の薬物がたくさんあります。 加えて

それが，悲しみの過程を長引かせることさえあります。一病

理学者はこう警告しています。 「悲劇は耐え，忍び，やがて理

性的に受け止めねばならないものであるが，薬剤でその［当

人］を打ちのめして無理にそれを阻むと，その過程を長引か

せたり歪
ゆが
めたりする結果にもなる」。 永続する安らぎは，エ

ホバの壮大な約束について黙想することから得られます。

—詩編 １：２； １１９：９７。

通常の日課に戻りなさい： 仕事に出かけ，買物に行き，その他

の務めを果たすのに，初めのうちは自分を多少強いなけれ

ばならないかもしれません。それでも，定めの日課をいつも

どおりに追ってゆく営みが，あなたご自身にとって有益であ

ることに気づかれることでしょう。 クリスチャンの活動に忙

しく携わってください。 —コリント第一 １５：５８と比較してく

ださい。

深い悲しみから抜け出ることを恐れてはいけない：奇妙に聞

こえるかもしれませんが，家族を亡くした人の中には，深い

悲しみの状態から抜け出ることを恐れている人たちもいま

す。 それによって，故人となった人への愛が薄れることにな

りはしないかと懸念するのです。決してそうではありません。

悲痛な気持ちを去らせることによって，必ずやいつまでも残

るであろう大切な思い出に道を明けることになるのです。

—伝道の書 ３：１， ４。

過度に心配してはならない： 『これから自分はどうなるのだろ

うか』 と心配になることもあるでしょう。聖書は，一日一日と

物事に取り組んでゆくようにと諭
さと
しています。 「一日ごとに充

実した生き方をしようとすることが私にとって本当に助けと

なっています」 と，夫を亡くしたひとりの女性は話していま

す。イエスは弟子たちに， 「次の日のことを決して思い煩って

はなりません。次の日には次の日の思い煩いがあるのです」

と言われました。 —マタイ ６：２５‐３４。

幾つかの実際的な提案
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神からの助け

聖書はこう保証しています。 「エホバは心の打ち砕

かれた者たちの近くにおられ，霊の打ちひしがれた者

たちを救ってくださる」。 （詩編 ３４：１８）そうです，神と

の関係が，他の何事にも勝って，愛する人の死に対応

する助けとなるのです。 どのようにでしょうか。 ここま

でに述べたすべての実際的な提案は，神の言葉であ

る聖書に基づき，あるいはそれにかなったものなので

す。これらの点を当てはめることは，耐えてゆくための

助けとなることでしょう。

さらに，祈りの価値を見落と

さないでください。聖書はこう

勧めています。 「あなたの重荷

をエホバご自身にゆだねよ。

そうすれば，神が自らあなた

を支えてくださる」。 （詩編 ５５：

２２）同情心のある友に自分の

感情について語りつくすこと

が助けとなるのであれば， 「す

べての慰めの神」に自分の心

の中を注ぎ出すことは，はるか

に大きな助けとなるはずでは

ないでしょうか。 —コリント第

二 １：３。

祈ることによって単に気持

ちが軽くなるというのではあ

りません。 「祈りを聞かれる方」は，誠実に求めるご自

分の僕
しもべ
たちに聖霊を与えることを約束しておられま

す。 （詩編 ６５：２。ルカ １１：１３）そして，神の聖霊つまり

神の活動する力は，あなたが日一日と進んでゆくこと

ができるよう， 『普通を超えた力』を与えることができ

ます。 （コリント第二 ４：７）忘れないでください，神は，

ご自分の忠実な僕たちがどんな問題にぶつかろうと

も，そのいずれにも耐え忍ぶことができるように助け

ることがおできになるのです。

子供を死に奪われたひとりの女性は，その喪失に

耐えてゆく上で，祈りの力が自分と自分の夫にとって

どれほど支えとなったかを思い出して，こう語ってい

ます。 「晩に家にいて，悲しみにただ押しつぶされそ

うになった時には，声を上げていっしょに祈りました。

娘なしで何かをしなければならなかった最初の時，

最初の会衆の集会に行ったとき，最初に大会に出席

したとき，私たちは力ぞえを求めて祈ったものです。

朝，目を覚まして，その現実が全くこらえがたいもの

に思えた時にも，助けてください，とエホバに祈りまし

た。なぜか，自分独りで家に入ることは私にとって本

当にやるせないものでした。 それで，独りで家に帰っ

た時にはいつも，ただエホバ

に祈りをささげて，なんとか平

静さを保てるようにとお願い

しました」。この忠実な婦人は，

こうした祈りが間違いなく相

違を来たしたことを確信して

おり，それは全く正しいことで

す。あなたも，たゆまぬ祈りに

こたえ応じて， 『一切の考えに

勝る神の平和が，あなたの心

と知力を守ってくださる』のを

知ることでしょう。 —フィリピ

４：６， ７。ローマ １２：１２。

神が与えてくださる助けは

まさしく相違を来たします。 ク

リスチャンの使徒パウロは，神

が 「すべての患難においてわ

たしたちを慰めてくださり……わたしたちがどんな患

難にある人たちをも慰めることができるようにしてく

ださる」 と述べました。確かに，神の助けはその苦痛

を除き去るわけではありません。 しかし，それに耐え

やすくすることができます。 それは，あなたがもはや

泣くことがないとか，自分の愛する者を忘れるとかい

う意味ではありません。ですが，あなたは立ち直るこ

とができます。そして，立ち直ることを通して，その経験

は，同様の喪失に直面する他の人たちを助ける面で，

あなたを，いっそう同情心に富む，思いやりのある人と

することでしょう。 —コリント第二 １：４。

考 察すべき点

悲しみがあるときそれを自然に

表わすのはなぜ良いことですか

悲しみの気持ちを解きほぐすには

どうしたらよいですか

とがめや怒りの気持ちと取り組む点で

聖書はどのように助けになりますか

愛する者との死別に耐えるのに，

神との関係はどのように

助けになりますか

悲しみと取り組むために

どんな実際的な提案がありましたか
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しかし，家族を亡くしたその人が，わたしたちに電話で

もかけてきて， 「あなたに助けていただける事を思い

つきました」 と言ってくるでしょうか。 そのようなこと

は普通ありません。 ここで明らかなように，悲嘆に沈

んでいる人の真の支えとなり，慰めになろうとするの

であれば，わたしたちのほうから何かを進んで行なう

ことが必要でしょう。

聖書の箴言はこのように述べています。 「適切な時

に話される言葉は，銀の彫り物の中の金のりんごのよ

うだ」。 （箴言 １５：２３； ２５：１１）何を言い，何を言うべき

でないか，また何をし，何をすべきでないかをわきまえ

ることには知恵があります。以下に挙げるのは聖書に

基づく提案で，肉親を亡くした人たちがほんとうに役

立ったと感じた点です。

何をすべきか……

よく聴いてあげなさい： 「聞くことに速く」ありなさい，

とヤコブ １章１９節は述べています。あなたにできる最

も大きな助けの一つは，よく耳を傾けて，肉親を亡くし

た人の悲痛な思いを共にすることです。肉親を亡くし

た人の中には，愛する人の死について，それが事故で

あっても病気であっても，その様子について，またその

別れ以来自分が感じていることについて，ぜひ話した

いと感じている人たちもいます。ですから， 「そのこと

について話したいと思われますか」と尋ねてみるのが

よいでしょう。 その人自身が決めるようにしてくださ

い。自分の父親が死んだ時のことを思い出して，ひと

りの青年はこう話しています。 「他の人たちが，それが

どのようないきさつだったのかと尋ね，そのあと実際

に耳を傾けてくださったのは，私にとって本当に力にな

りました」。辛抱づよく，同情心をこめて聴いてくださ

い。何かの答えや解決策を出さなければならないと

感じる必要は必ずしもありません。何でもその人が伝

えたいと思うことを話せるようにしてあげてください。

安心させてあげてください： その人が可能なかぎりを

尽くしたのだという点（あるいは，ほかのどんな点で

も， 真実で積極的な見方だとあなたの知っていること）

を認めてあげてください。悲しみ，怒り，とがめの気持

ち，あるいは他のどんな感情にせよ，その人の感じて

いることが決して異例なものではないだろうという点

でも安心させてあげてください。あなたの知っている

方で，同じような死別の経験からしっかり立ち直った

人の例について話してあげるのもよいでしょう。箴言

１６章２４節が述べるとおり，そのような 「快いことば」

は 「骨のいやし」 となります。 —テサロニケ第一 ５：

１１， １４。

いつでも力になれるようにしなさい： 多くの友人や親

族がそばに来ている初めの数日だけでなく，何か月

も過ぎて，他の人たちがそれぞれいつもの活動に戻っ

た後にも，自分が助けになれることを示してください。

他の人はどのように助けになれますか

「も
し私にできることがあったら， 何でも知らせてください」。 家族を亡くしたばかりの

友人や親族に，わたしたちはよくこのように言います。 もちろん， 誠実な気持ちで

そう言うのです。 役 立つことがあるならど ん な 事 で も したいと思っているのです。
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そのようにすることによって， 「苦難」の時に友のそば

に立つ 「真の友」となれるでしょう。 （箴言 １７：１７）車

の事故で子供を亡くした母親テレシアはこう述べてい

ます。 「友人たちは，晩の時間に必ず何かを計画してく

れて，私たちが自分たちだけで家で長く過ごさないで

よいようにしてくれました。それは，私たちのうつろな

感覚を満たす助けになりました」。そのあと幾年たって

も，結婚の記念日や亡くなった日など，思い出となる日

は，残された人たちにとっては辛
つら
い時になりがちです。

そのような日付はカレンダーに印を付けておいて，そ

の日が巡ってきた時に，必要なら，同情の気持ちで自

分も何か支えになれることを伝えられるようにするこ

とはどうでしょうか。

適宜率先しなさい： 何かの使い走りがありますか。

だれかが子供たちを見ていてあげる必要があります

か。 訪ねて来る友人や親族の泊まる場所が必要で

しょうか。家族を亡くしたばかりの人はとかくぼう然

としてしまって，他の人たちに何をして欲しいかを告げ

ることはおろか， 自分たちが何をしたらよいのかさえ

分からなくなりがちです。ですから，確かに必要な事

柄がはっきり分かるなら，求められるまで待つには及

ばないでしょう。進んで事を進めてください。 （コリン

ト第一 １０：２４。ヨハネ第一 ３：１７， １８と比較してくださ

い。）夫を亡くしたひとりの婦人はこのように回想して

います。 「『私にできることがあったら，知らせてくださ

い』 と多くの方が言ってくださいました。でも，ある友

人は何も尋ねませんでした。 すぐに寝

室に入って，ベッドから寝具を外し，主人

の死に際して汚れのついたシーツ類を

洗ってくれました。別の方は，バケツに

水をくみ，そうじの道具を手にして，主

人が吐いた床の敷物をきれいにしてく

ださいました。数週間後，会衆の長老の

ひとりは，道具を持って仕事着で来てく

ださり， 『何か直さなければならないも

のがきっとあるでしょう。何でしょうか』

と尋ねてくださいました。その方の助け

は私の心にとって何と貴重だったので

しょう。ちょうつがいが一つだけになっ

ていたドアを修理し，電気の備品も直し

ていただいたのです」。 —ヤコブ １：２７

と比較してください。

親切なもてなしを差し伸べなさい： 「人

を親切にもてなすことを忘れてはなりま

せん」 と聖書は諭
さと
しています。 （ヘブライ

１３：２） とりわけ，悲嘆に沈んでいる人

たちにもてなしを差し伸べることを銘

記しているべきです。 「いつでもいらっ

しゃい」 という招待よりも，日と時間を

決めてあげるほうがよいでしょう。たと

確かに必要な事柄がはっきり分かるなら，

求められるまで待たず， 適宜率先して行なう
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えその人が辞退しても，すぐにあきらめないことです。

何かの穏やかな励ましが必要なのかもしれません。

人の前で自制を失ってしまうことを恐れて，あなたの

招きを断わったことさえ考えられます。あるいは，その

ような時期に食事や友人との交わりを楽しむことに

ためらいを覚えるのかもしれません。聖書に出てくる，

もてなしの精神に富んだ女性ルデアのことを思い出

してください。ルカはその家に招かれましたが， 「彼女

はわたしたちを強いて連れて行った」 と述べていま

す。 —使徒 １６：１５。

辛抱づよくあり， 思いやりを働かせなさい： 肉親を亡く

した人が当初口にしてしまう事柄にあまり驚かないで

ください。その人は怒りやとがめを感じているのかも

しれないことを忘れないでください。感情的な爆発が

たとえあなたに向けられたとしても，それは，いらだっ

た反応をしないために，あなたの側の洞察と辛抱が

求められる場合でしょう。 「優しい同情心，親切，へりく

だった思い，温和，そして辛抱強さを身に着けなさい」

と聖書は勧めています。 —コロサイ ３：１２， １３。

手紙を書きなさい： しばしば見落とされているのは，

哀悼や同情の気持ちを表わしたカードなどの手紙の

価値です。それの良い点ですか。母親をガンで亡くし

たシンディーはこう答えています。 「ひとりの友人は素

敵な手紙を書いてくださいました。それはほんとうに

助けになりました。何度も読み返すことができたから

です」。その種の励ましの手紙やカードは， 「少しの言

葉」であるにしても，あなたの心から出たものである

べきです。 （ヘブライ １３：２２）その言葉を通して，あな

たがその人のことを心にかけていること，自分もその

亡くなった方についての特別の思い出を抱いている

ことを伝え，また故人となったその方によって自分の

人生がどのように影響を受けてきたかを伝えることが

できるでしょう。

一緒に祈りなさい： 家族を亡くしたその人たちと共

に，あるいはその人たちのために祈ることの価値を軽

く見ないでください。 聖書は， 「義にかなった人の祈

願は……大きな力があ（る）」と述べています。 （ヤコブ

５：１６）例えば，あなたがその人たちのために祈るの

を聞くのは，とがめの念など，その人たちが持つ消極

的な気持ちを和らげる助けになるでしょう。 —ヤコブ

５：１３‐１５と比較してください。

何をすべきでないか……

何を言い何をしたらよいかが分からないからといって何

もしないでいてはいけない： 『今はそっとしておいてあ

げたほうが良いだろう』 と勝手に考えてしまうことが

あるかもしれません。でも，実際のところは，場違いな

ことを言ったりしたりしてはいけないと思ってただ引

き下がっているのかもしれません。しかし，友人や親

族や信仰の仲間から敬遠されると，肉親を亡くした人

にとってはいっそう寂しく，その悲痛な思いをただ募

らせることにもなるでしょう。最も親切な言葉や行為

とは，最も簡単なものである場合が多いのです。 この

点を覚えていてください。 （エフェソス ４：３２）ただあな

たがそこにいることが励ましの元となることもあるの

です。 （使徒 ２８：１５と比較してください。）自分の娘が

死んだ時のことを思い出してテレシアはこう語りま

す。 「１時間もしないうちに，病院のロビーは友人たち

でいっぱいになりました。すべての長老たちが夫人と

いっしょに来てくださいました。髪にカーラーを付け

たままの女性たち，仕事着のままの方たちもおられま

した。皆やりかけの事をそのままにして駆けつけてく

ださったのです。何と言ったらよいか分からないと言

う方が大勢おられましたが，それは問題ではありませ

んでした。ともかくそこへ来てくださったのです」。

悲しまないでと無理に言ってはいけない： 『まあ，まあ，

泣かないで，泣かないで』 と言ってあげたい気持ちか

もしれません。しかし，涙はあふれさせたほうがよい

でしょう。夫の死を思い返してキャサリンはこう語りま

す。 「家族を亡くした人には，自分の感情を表わし，そ

れをじゅうぶん出させてあげることが大切だと思いま

す」。 どのように感じるべきかを他の人に指示するよ

うなことは避けてください。また，人の感情を守るため

に自分の感情を隠さなければならない，とも考えない
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でください。聖書はむしろ， 「泣く人たちと共に泣きな

さい」と勧めています。 —ローマ １２：１５。

亡くなった人の衣服その他の遺品を処分しなさいと， 当

人の備えができていないうちに性急な勧めをしてはならな

い： 思い出を呼び覚ます品物は悲しみを長引かせや

すいので，それは処分したほうがよいのではないかと

わたしたちは感じるかもしれません。しかし， 「目にし

なければ忘れる」 というのは，ここでは当てはまらな

いでしょう。家族と死に別れた人にとっては，亡くなっ

た人のことを徐々に去らせてゆくことが必要でしょう。

自分の年若い息子ヨセフが野生動物に殺されたのだ

と思い込まされた時の族長ヤコブの反応について，聖

書の記していることを思い起こしてください。血にま

みれたヨセフの長い衣を前にした時，ヤコブは 「息子

のために幾日も悼み悲しんだ。それで，すべての息子

たち，すべての娘たちが次々に立ち上がっては慰めた

が，彼は慰めを受け入れようと（はしなかった）」 と記

されています。 —創世記 ３７：３１‐３５。

『もうひとり赤ちゃんを持てばよい』などと言ってはなら

ない： 子供を亡くしたひとりの母親は，自分の場合を

あなたがその病院で共にいることが家族を亡くした人の励ましとなることがある
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思い起こして， 「人々が別の子供を持てばよいと言う

のを聞いた時，私は憤慨しました」と語っています。悪

ぎはなくこう言うのですが，死に別れた子供に取り替

えがきくという意味の発言は，悲嘆に暮れる親たちに

とっては， 「剣で突き刺す」ような言葉なのです。 （箴言

１２：１８）ひとりの子供を別の子供と置き替えることは

決してできません。なぜでしょうか。一人ひとりが独

特の存在だからです。

亡くなった人のことを話題にするのをことさら避けてはい

けない： ある母親はこう回想しています。 「息子ジミー

のことを話そうとせず，その名

前さえ口にしない人がとても

多くいます。率直に言うと，他

の人たちがそのようにしたと

き，私としては心証を害されま

した」。ですから，故人の名が

出たからといってことさらに話

題を変えるには及びません。

亡くなった愛する人について

話したいことがあるかどうか，

その人に尋ねてみてください。

（ヨブ １：１８， １９および１０：１と

比較してください。）家族を亡くした人の中には，友人

たちに慕われた故人の特別の面などについて話を聞

くのをうれしく思う人たちもいます。 —使徒 ９：３６‐３９

と比較してください。

『それがいちばん良かったのだ』などとすぐに言ってはな

らない： 死に関して何か積極的な点を見つけようとす

るのは，必ずしも， 「憂いに沈んだ魂に慰めのことば

をかけ（る）」ことにはなりません。 （テサロニケ第一 ５：

１４）母親が死んだ時のことを思い返してひとりの若

い女性はこう話しています。 「『お母さんはいまは苦し

んではいない』 とか， 『とにかくいまは平安よ』 と言う

方たちがいました。ですが，それは私にとってうれし

い言葉ではありませんでした」。この種の言い方は，残

された人たちに，悲しむ必要はないとか，死別はそれ

ほどの意味を持たない，というように伝わることもあ

ります。実際のところその人は，愛する人との別れを痛

切に悼み，深く悲しんでいることでしょう。

『お気持ちはよく分かります』 とは言わないほうがよい：

本当に分かっているでしょうか。例えば，子供を亡くし

た親の気持ちが，自分ではそのような死別の経験が

ないのに果たして分かるのでしょうか。たとえ同様の

経験があるとしても，他の人はあなたと全く同じ感じ

方をしていないかもしれないことも認めてください。

（哀歌 １：１２と比較してください。）他方，もし適当であ

れば，愛する者との死別から

自分がどのように立ち直った

かを話すことにはきっと何か

の益があるでしょう。娘を亡く

したひとりの母親は，同じく娘

に先立たれた別の母親から，

普通の生活に戻るまでがどの

ようであったかを聞いて力づ

けられました。こう話していま

す。 「娘さんを亡くしたその方

は， 『あなたの気持ちはよく分

かる』 というようなかたちで話

を始めませんでした。ただ自分がどうであったかを話

して，私のことについては私に考えさせてくれました」。

家族を亡くした人を助けるためには，同情心と，識別

力と，深い愛が求められます。あとに残された人があ

なたのところに来るのを待っていないでください。 「私

にできることが何かあるなら……」 とは言わないでく

ださい。その 「何か」を自分で見つけ，適宜率先して行

なってください。

まだ幾つかの質問が残っています。 聖書が差し伸

べる復活の希望についてはどうでしょうか。 それは，

あなたにとって，また亡くなったあなたの愛する方に

とって，どのような意味がありますか。それが信頼でき

る希望であることをどのように確信できますか。

考 察すべき点

肉親を亡くした人の気持ちをよく聴いて

悲痛な思いを共にするのは

なぜ助けになりますか

悲嘆に沈んでいる人を慰めるために

できることとしてどんな事がありますか

死の悲しみにある人に言ったり

したりすべきでないことに

どんな事がありますか
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死
が家族を襲うとき，親も他の親族や友人たちも，子供

たちを助けてその起きた状況に立ち向かわせるた

めに，何を言い，何をしたらよいかについて戸惑う場合が

少なくありません。それでも，子供たちには，死と取り組む面

で大人たちの助けが必要です。子供が人の死について理解

できるように助けることに関連してしばしば尋ねられる点

をここで取り上げましょう。

死について子供たちにどのように説明したらよいでしょうか 物

事を分かりやすい言葉で説明することが大切です。 それ

を真実に即したものともしてください。 「死」や 「死ぬ」 な

ど，現実的な言葉を使うことをためらわないことです。例え

ば，子供といっしょに座って，子供を腕で抱きながら，このよ

うに言えるでしょう。 「とてもとても悲しいことが起きたの。

お父さんは，あまりたくさんの人がかからない重い病気に

かかって［あるいは，何にせよあなたの知っている真実な事

柄］，死んだの。お父さんが死んだのは，だれかの間違いの

ためではないの。私たちはお父さんがいなくなってとって

も寂しい。私たちはお父さんが大好きでしたし，お父さんも

私たちを愛していたから」。しかし，子供にしても残されてい

るほうの親にしても，ときどき病気になることがあるからと

いって，そのためにその人がすぐに死ぬわけではないこと

も話しておくのがよいでしょう。

子供たちに質問を促してください。 『死ぬってどういうこと

なの？』 と子供は尋ねるかもしれません。 このようにも答え

られるでしょう。 「『死ぬ』 というのは，体が働かなくなって，

それまでできたことが何も—お話しすることも，見ることも，

聞くこともできなくなること，そう，何も感じなくなってしまう

ことなの」。聖書の述べる復活の約束を信じる親であれば，

そのような折に，エホバ神が死んだ人を覚えておられ，将来

地上の楽園
パラダイス

に生き返らせることがおできになることも説明

できるでしょう。 （ルカ ２３：４３。ヨハネ ５：２８， ２９） —「死ん

だ人たちのための確かな希望」という部分をご覧ください。

何か言うべきでないことがありますか 亡くなった人は長い旅

に出た，と言うのは助けになりません。見捨てられるのでは

ないかという不安が子供にとって大きな心配であり，とりわ

け，親が死んだ場合にはそうです。亡くなった人は旅行に出

たと聞かされると，見捨てられてしまうという子供の恐れを

深くさせるだけで， 『おばあちゃんは行ってしまった，さよな

らも言わないで！』 と考えることでしょう。幼い子供に対して

は，死んだ人が眠りに就いたという言い方にさえ注意がい

ります。子供たちはそのまま文字どおりに理解する傾向があ

ります。眠ることを死ぬのと同じに考えると，夜に床に入る

のを怖がるようになることもあります。

子供たちは葬式に出るべきですか 親は子供たちの感情を

考慮に入れるべきです。子供たちが行くことを望まないな

ら，強いることなく，また，行かないからといって悪いことを

しているという気持ちを持たせないようにするべきです。子

供たちが行くことを望むのであれば，どのような事がなさ

れるのか，棺
ひつぎ
が置かれるのか，そのふたが開いているのか

閉まっているのかなども細かに話しておくのがよいでしょ

う。 大勢の人が悲しんで泣いているのを見るかもしれな

い，という点も説明してください。そして，子供たちに何でも

質問をさせ，そこにずっといられないならそこから離れても

よいと話して，安心させてください。

子供たちは死に対してどんな反応をするでしょうか 子供たち

は時に，大好きな人の死に対して責任を感じたりします。亡

くなった人のことを以前に怒ったことが何度かあるために，

子供はその怒った時の気持ちや言葉がその人を死なせた

と思うのです。 『あなたの気持ちや言葉が人を病気になら

せたりすることはないし，死なせることもない』 と，何かの慰

めを与えることが必要かもしれません。幼い子供には，この

ようにして安心させる言葉が幾度も必要な場合もあります。

自分の悲しみを子供たちから隠すべきですか 子供たちの前

で泣くとしても，それは正常なことであり，健全なことでも

あります。実際に，自分の感情を子供たちに全く秘めておく

ことはほとんど不可能でしょう。子供はふつう非常に目ざと

く，何か違ったことがあればたいてい気づきます。自分の悲

しみの気持ちについて正直であることによって，悲しむの

も，時には自分の感情を表わすのも正常なことである，とい

う点を子供に教えることができます。

死に関して子供たちを助ける
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天にいると教えられていましたから，それなら自分も

命を絶って母のもとに行こうとも思いました。 この母

は，私にとって最良の友でもあったのです」。

自分の愛する人を奪い取ってゆく力が死にあると

いうことは，あまりに不当なことに思われます。 それ

が生じるとき，その愛する人とは，もはや二度と語り合

えず，共に笑うことも，胸に抱くこともできないのだと

いうことは，きわめて耐えがたい考えです。あなたの

愛する人は天に行ったと聞かされても，その悲痛な思

いが必ず消え去るわけではありません。

しかし聖書は，これとは大きく異なる希望を差し伸

べています。 すでに述べたとおり，聖書は，近い将来，

あなたの死んだ愛する方との再会が可能であること

を示しています。 どこか未知の天においてではなく，

この地上で，しかも平和と義の行き渡った状態におい

てです。そのとき人間は，完全な健康を楽しむ見込み

を持ち，二度と死ぬ必要はありません。 『しかし，それ

はまさにただの願い事だ』 と言われる方もおられる

ことでしょう。

これが確実な希望であることをあなたに得心させ

るために何が必要でしょうか。ある約束を信じるため

には，その約束をした人にそれを果たす意志も能力も

あることを確信できることが必要でしょう。では，死者

が生き返ることを約束しておられるのはどなたですか。

西暦３１年の春，イエス・キリストははっきりとこう約

束されました。 「父が死人をよみがえらせて生かされ

るのと同じように，子もまた自分の望む者を生かす

（の）です。 このことを驚き怪しんではなりません。 記

念の墓の中にいる者がみな，彼［イエス］の声を聞い

て出て来る時が来ようとしているのです」。 （ヨハネ

５：２１，２８，２９）そうです，イエス・キリストは，現在死ん

でいる無数の人々がこの地上に生き返り，楽園
パラダイス

となっ

た平和な状態のもとで永久にながらえる見込みを持

つようになることを約束されました。 （ルカ ２３：４３。

ヨハネ ３：１６； １７：３。詩編 ３７：２９およびマタイ ５：５と

比較してください。） イエスはこの約束をされたので

すから，イエスにはそれを果たす意志もあるとみなし

て差し支えありません。では，イエスには，それを果た

す能力もありますか。

この約束をしてから２年もしないころに，イエスは，

死んだ人たちのための

確かな希望

ひ
とりの２５歳の女性は，このように書いています。 「私の育ての母は１９８１年にガン

のために亡くなりました。 この母の死は私と私の義理の弟にとって，たいへん辛
つら

いことでした。 私は １７歳， 弟は １１歳でした。 とても寂しく感じました。 その母が今では

ラザロを復活させた時のその細やかな感情は，

死による惨害をぬぐい去ろうとする

イエスの強い願いを反映している
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忠
実なクリスチャンの中には，自分の悲しみをど

のように乗り越えたかを語りつつ， 「私の好き

な聖書の言葉を引かせてください」 と言う人が少なく

ありません。悲しみを経験しておられる方でしたら，こ

こに挙げる聖句の中にも助けになるものを見いださ

れるかもしれません。

「優しい憐
あわ
れみの父またすべての慰めの神がほめ

たたえられますように。神はすべての患難においてわ

たしたちを慰めてくださ……るのです」 —コリント第

二 １：３， ４。

「あなたはみ手を開いて，すべての生きているもの

の願いを満たしておられます」 —詩編 １４５：１６。

「［神は］ご自分が任命したひとりの人によって人の

住む地を義をもって裁くために日を定め，彼を死人の

中から復活させてすべての人に保証をお与えになった

からです」 —使徒 １７：３１。

「わたしが—わたしがあなた方を慰めている者な

のである」 —イザヤ ５１：１２。

「自分の母に絶えず慰められる人のように，わたし

もあなた方を絶えず慰めるであろう」 —イザヤ ６６：１３。

「これが苦悩のときのわたしの慰めです。あなたの

みことばがわたしを生き長らえさせたからです。エホ

バよ，わたしは定めのない時からあなたの司法上の

定めを思い出しました。そして自分のために慰めを見

いだします。あなたの僕
しもべ
に対するそのみことばにした

がって，あなたの愛ある親切が，どうか，わたしを慰め

るものとなりますように」 —詩編 １１９：５０， ５２， ７６。

「記念の墓の中にいる者がみな，彼の声を聞いて出

て来る時が来ようとしているのです。 良いことを行

なった者は命の復活……へと出て来るのです」 —ヨ

ハネ ５：２８， ２９。

慰めとなる聖句

復活を成し遂げる意志も能力もあることを強力な方

法で実証されました。

「ラザロよ， さあ， 出て来なさい！」

それは感動的な光景でした。 ラザロは重い病気に

かかっていました。 ラザロのふたりの姉妹，マリアと

マルタは，ヨルダン川を渡った側にいたイエスのもと

に言づけして言いました， 「主よ，ご覧ください，あ

なたが愛情を抱いてくださる者が病気です」。 （ヨハ

ネ １１：３） そのふたりは，イエスがラザロを愛してお

られたことは知っていました。 イエスは病気の友人

を見舞いに行こうとはされないのでしょうか。不思議

なことに，イエスはすぐにベタニヤへは向かわず，自

分のいた場所にそのまま二日間とどまっておられまし

た。 —ヨハネ １１：５， ６。

ラザロは，その病気について伝える知らせが出さ

れてから間もなく死にました。 イエスはラザロの死

んだ時が分かっておられ，そのことについて何事か

を行なおうとしておられました。 イエスがようやくベ

タニヤに到着するまでに，その親しい友は死んで四日

もたっていました。 （ヨハネ １１：１７，３９） イエスは，死後

それほど長くたった人をも生き返らせることができた

でしょうか。

イエスが来られることを聞いて，行動型の女性で

あったマルタは走って迎えに出ました。 （ルカ １０：３８‐

４２と比較してください。）その悲しみの様子に動かさ

れて，イエスは， 「あなたの兄弟はよみがえります」 と

言って安心させます。 マルタが将来の復活に対する

信仰を示すと，イエスははっきりとこう言われました。

「わたしは復活であり，命です。わたしに信仰を働かせ

る者は，たとえ死んでも，生き返るのです」。 —ヨハネ

１１：２０‐２５。

墓のところに来ると，イエスは，その入口を閉ざして

いる石を取りのけるようにと指示しました。そののち，

声を出して祈ってから， 「ラザロよ，さあ，出て来なさ

い！」 と命令しました。 —ヨハネ １１：３８‐４３。

すべての目がその墓に注がれました。すると，その

28 愛する家族を亡くしたとき



暗闇
やみ
の中から，人の姿が現われました。 足と手には

巻き布が巻かれ，顔も布でくるまれたままです。 「彼を

解いて，行かせなさい」 とイエスは命じました。ほど

き取られた最後の巻き布が地面に落ちました。 そう

です，それはラザロ，四日も死んでいたその人でした！

—ヨハネ １１：４４。

それは本当に起きたのですか

ラザロをよみがえらせたことについての記述は，ヨ

ハネの福音書の中で歴史の事実として提出されてい

ます。ただの寓
ぐう
意物語とするには細部があまりに生き

生きと伝えられています。その史実性を疑問視するこ

とは，イエス・キリストご自身の復活も含め，聖書に記

録されているすべての奇跡を否定するのと同じです。

そして，イエスの復活を否定するのは，クリスチャンと

しての信仰全体を否定することになります。 —コリン

ト第一 １５：１３‐１５。

実際のところ，もし神の存在を認めるなら，復活を

信じることには何の難しさもないはずです。例えで説

明しましょう。人は自分の遺言を読み上げながら，そ

れをビデオテープに撮ることができます。その人の死

後，親族や友人たちは，財産をどのように扱うべきか

について，事実上その人が説明する様子を見たり聞

いたりすることができます。 １００年前であったなら，そ

のような事は考えようもないことでした。 そして，今

でも，世界のへき地に住んでいる人の中には，ビデオ

録画の技術を全く理解しがたい奇跡のようにみなす

人たちもいるでしょう。創造者によって設けられた科

学上の原理を人間が応用して，目に見え，耳に聞こえ

る場面を再現できるのであれば，創造者としてはそれ

よりはるかに多くの事柄をなし得るはずではないで

しょうか。そうです，生命を創造した方は，それの再創

造をも行なうことができる，というのは当然の理屈で

はないでしょうか。

ラザロの命を回復させた奇跡は，イエスと復活に

対する信仰を増し加えさせるものとなりました。 （ヨハ

ネ １１：４１， ４２； １２：９‐１１， １７‐１９）それはまた，復活を

行なうことに対するエホバとそのみ子の側の意欲と

願いを感動的に表わし示すものでもあります。

『神は慕われる』

ラザロの死に対するイエスの反応は，この神のみ

子のきわめて細やかな一面をのぞかせています。 イ

エスがこの時に示した深い感情は，死者の復活に対

するイエスの強い願いを明確に表わしています。こう

記されています。 「マリアは，イエスのおられる所に着

いて彼のすがたを見ると，その足もとにひれ伏して，こ

う言った。 『主よ，もしここにいてくださったなら，わた

しの兄弟は死ななかったことでしょう』。それでイエス

は，彼女が泣き悲しみ，また彼女と一緒に来たユダヤ

人たちも泣き悲しんでいるのをご覧になると，霊にお

いてうめき，また苦しみを覚えられた。そして，こう言

われた。 『あなた方は彼をどこに横たえたのですか』。

彼らは言った， 『主よ，おいでになって，ご覧ください』。

イエスは涙を流された。 それゆえユダヤ人たちは言

いはじめた， 『ご覧なさい，彼に対して何と愛情を抱い

ておられたのでしょう』」 —ヨハネ １１：３２‐３６。

この部分で，イエスの心からの同情心は， 「うめき」，

「苦しみを覚えられ」， 「涙を流された」 という三つの

表現に示されています。 この感動的な場面を記録す

るのに用いられた原語の言葉は，自分の親しい友ラ

ザロの死に接し，またラザロの姉妹たちの泣くさまを

見て，イエスがいたく心を動かされ，その目からは涙

があふれ出ていたことを物語っています。

特に注目すべきなのは，イエスがそれ以前にほか

に二人の人を生き返らせていたことです。 そしてイ

エスは，ラザロに対してもそれと同じ事を行なおう

 『うめいた』 と訳されているギリシャ語は，痛切に，あるいは深

く感じ入ることを表わす動詞（エンブリマオマイ）の変化形です。あ

る聖書学者はこう述べています。 「ここでのその唯一の意味は，イ

エスが深い感情にとらえられて，無意識のうめきがその心から絞

り出されたということである」。 『苦しみを覚えた』 と訳されている

表現は，揺れ動くことを暗示するギリシャ語（タラッソー）の変化形

です。一辞書編集者によると，それには， 「内的な動揺を起こさせ

る， ……激しい痛みや悲しみで影響する」 という意味があります。

『涙を流した』 という表現は， 「涙を流す，静かに泣く」 という意味

のギリシャ語（ダクリュオー）の変化形です。
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とはっきりと意図しておられました。 （ヨハネ １１：１１，

２３， ２５）それなのに，イエスは 「涙を流され」 ました。

ですから，イエスにとっても，人に命を回復させること

は単なるお決まりの手順ではないのです。 この場面

で表示されたその細やかな深い感情は，死による惨

害をぬぐい去ろうとするイエスの強い願いを明確に

示しています。

イエスは 『エホバ神の存在そのものの厳密な描出』

ですから，わたしたちの天の父にこれと同じものを期

待するのは筋の通ったことです。 （ヘブライ １：３）復活

を行なうエホバご自身の意欲的な姿勢について，忠

実な人ヨブはこのように述べました。 「もし，強健な人

が死ねば，また生きられるでしょうか。 ……あなたは

呼んでくださり，私はあなたに

答えます。 ご自分のみ手の業

をあなたは慕われます」。 （ヨブ

１４：１４， １５） ここで 「あなたは

慕われます」 と訳されている

原語の言葉は，神の側の切な

る熱望または願望を表わして

います。 （創世記 ３１：３０。詩編

８４：２）明らかにエホバも，復

活の時を大いに待望しておら

れるに違いありません。

わたしたちは，復活の約束

を本当に信じることができま

すか。 はい，エホバとみ子が

それを果たす意志も能力もお

持ちであることには何の疑い

もありません。 これはあなたにとってどういう意味に

なりますか。 まさにこの地上で，しかし今とは大きく異

なる状態のもとで，あなたの死んだ愛する方と再会で

きるという見込みがあるのです。

エホバ神は人類を美しい園でスタートさせた方で

あり，今や栄光を受けたイエス・キリストの手にゆだ

ねたご自分の天の王国の支配下のこの地上に，その

楽園
パラダイス

を回復させることを約束しておられます。 （創世記

２：７‐９。マタイ ６：１０。ルカ ２３：４２，４３）その回復され

た楽園において，人間家族は，どんな病気や疾病から

も解放されて，終わりのない命を享受する見込みを持

つことになります。 （啓示 ２１：１‐４。ヨブ ３３：２５； イザ

ヤ ３５：５‐７と比較してください。）それと共に，いっさ

いの憎しみ，人種的偏見，民族間の暴力的対立，経済

上の圧迫なども一掃されます。エホバ神は，このよう

に清められた地上において，

イエス・キリストを通して死者

の復活を行なわれるのです。

この部分の冒頭で言及した

クリスチャンの女性がいま抱

くようになったのはこのよう

な希望です。 その母親が亡く

なってから数年後に，エホバ

の証人は，彼女を助けて聖書

を注意深く研究できるように

しました。彼女はこのように回

想しています。 「復活の希望を

知ったとき，私は泣かずにはい

られませんでした。母に再び

会えると分かったのは，すばら

しいことでした」。

同じように，愛する人に再び会いたいという切なる

願いを心に抱く方がおられれば，エホバの証人は，こ

の確実な希望を学んであなたご自身のものとするこ

とができるよう，喜んでお役に立ちたいと願っていま

す。お近くの王国会館でエホバの証人と連絡を取る

か，あるいは３２ページにある住所のうち最寄りのとこ

ろに手紙でお知らせください。

キリスト・イエスの贖いの犠牲に基づく復活は，

すべての国の人々に喜びを与える

考 察すべき点

友人のラザロが死んだとき，イエスは

復活を行なう意志も能力もあることを

どのように実証されましたか

ラザロの復活に関する聖書の記述を

歴史の事実として受け入れることが

できるのはなぜですか

ヨハネ １１章にある記述は， 死による惨害を

ぬぐい去ろうとするイエスの強い願いを

どのように示していますか

エホバ神が復活の時を大いに待望して

おられることを何が示していますか

30 愛する家族を亡くしたとき
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5
詳しい情報を得たい方はwww.jw.orgをご覧になるか，

エホバの証人（Jehovah’sWitnesses）にご連絡ください。

http://www.jw.org/finder?wtlocale=J&srcid=pdf
http://www.jw.org/finder?wtlocale=J&docid=1011231&srcid=pdf

